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かし持作を行なって か ら 結 果 が空間に反映されるまで
の時間が良くなる. こ の 場 合 リ ア ルタイム 性 が 低下す
るが.信頼性 が 向 上 す る こ と に なる.
このように,待ち時間LT2.の値を調節することによI~.)
リアルタイム性を信頼性とトレー ドオフに制御するこ
とができる.
3. 実験
共有仮想空間に7(-)Lド､ボール,プレ[ヤーを
作成し,簡単なサ､ソカーの実験を行なった.1クライア
ントには 1人のプレイヤーを割 り当てた.操作は,移
動, ドリブル,シュー トの3種類とした.
サーーバ1台, クラ(アント3台でシステムの動作確
認を行なった.ステ､ソプ間隔を5OIlS.操作待ち時間を
200ms(4ステップ)としたところ.ほとんど遅延を感 じ
ない良好な操作感が得られた.この状態ではデータの
到着が間に合わずに操作データが損失するようなこと
間情報を共有できていることが確認できた.
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図 4:実行例
4. まとめ
サーー)で.クラ･イアント方式を用いて.)アルタイム性
が要求される三次元共有仮想空間の構築方法を提案 し
た.リアルタでム性と信頼性をトレー ド寸フの関係と
して捉え.ステLJプ間隔と操作データの到着待ち時間
変化させることでそれらの制御を可能にした.
今後の課題として,現在は静的に決定しているステッ
プ間隔と操作データの待ち時間を,クライアント数や
ネットワ-夕の負荷に応 じて動的に決定する方法の検
討が挙げられる.
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